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 ２学期がスタートしました。夏の間，子どもたちに大き

な事故やけががなくてよかったです。たくさんの思い出話

をこれから，子どもたちから聞くのが楽しみです。 

現在，コロナ感染第５波の中で，学校の中で子どもたち

に感染が広まらないように，細心の注意を払いながらのス

タートになりました。朝の職員室前の健康観察で，風邪症

状の児童がいたために，お家に連絡して迎えに来ていただ

きました。私たち職員を含め，コロナウイルスを学校に入

れないことにこれまで以上に気を配っていきます。 

教室に入ると，子どもたちはすぐに普段の生活に戻り，

夏休みの思い出の発表や席替え，２学期の目標決めなど行

っていました。３・４校時に教室をのぞくと，社会や理科，

国語などの授業が始まっており，あっという間に南小の日

常が戻ってきたようでした。制限のある中での生活ですが，

７７日間の２学期をみんなで工夫してつくっていきます。 

 

 

始業式の後，昭和東女性会の代表の方３名が「あいさつ

運動」で来校され，校長室で１年生の代表にあいさつの大

切さについてお話をしてくださいました。 

これは，毎年２学期の始まりに行われている活動で，昨

年は，体育館で１年生全員が参加しましたが，今年は代表

のみで短時間で行いました。 

学校やお家，地域で，気持ちを込めて「おはよう」「あり

がとう」「ごめんなさい」などの，あいさつをしましょうと

いうお話でした。１年生の３人が，一生けんめいに聞いて，

はきはきと応えたため，とてもほめていただきました。最

後に，１年生全員に缶バッチと消しゴムをプレゼントして

いただきました。 

いつも地域の皆様からは，学校の教育や安全に対して，

本当に温かなご協力をいただいています。これからも，地

域や家庭とともにある南小をめざします。 

  

 

５年生は漢字 

４年生は詩の勉強 

あいさつを大きな声でね 


